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 わが国における外国人介護職の就労継続意向の

影響要因に関わる研究の動向

大儀　律子 *1

Trends in Research Related to the Perceptions of and Factors Aff ecting the 
Intention of Foreign Caregivers to Continue Working in Japan

Ritsuko Ogi*1

要旨
　 近年，急速な高齢化や労働力不足を背景に，日本の介護業界における外国人労働者の受け入れが増加している．外国人介
護人材の受け入れは，先進国においても積極的になされている．本研究は，文献レビューを通じて，外国人介護職の就労継
続意向に影響を及ぼす要因に関する研究動向を概観した．
　文献検索と検証の結果，国内文献46件，海外文献 6件を抽出し検討した結果，外国人介護職の就労継続意向の影響要因に
関しては，大きく政策要因，外部環境要因，内部環境要因という 3つの側面に分類できることが分かった．
　政策要因に関しては，2008年に始まった「外国人介護職員受け入れ制度」などにより外国人受け入れが進み，介護労働力
不足の緩和に寄与したが，在留資格の複雑さや介護資格取得の難しさが課題として残っている．
　外部環境要因に関しては，経済的要因では，低賃金や報酬の不公平性，社会文化的要因では，言語の問題や文化的違いに
よる障害の克服が課題である.
　内部環境要因に関しては，職場の運営や教育体制という職場環境の構築，個人の経験や特性に合わせたアドバイスや指導，
キャリアアップ可能な環境の整備が外国人介護労働者の継続意向に影響を及ぼしている.

キーワード：外国人，介護職，就労継続，文献レビュー

Abstract
　Through a literature review, this study provided an overview of research trends regarding factors that infl uence foreign care workers’
 intention to continue working.
　As a result of a literature search and verifi cation, we extracted and examined 46 domestic and 6 foreign publications. As a result, we found 
that that the factors infl uencing the intention to continue working among foreign caregivers are mainly policy factors, external environmental 
factors, and internal environmental factors.
　Regarding policy factors, the introduction of the “Foreign Care Worker Acceptance System” in 2008 has increased the acceptance of 
foreigners, but the complexity of immigration status and the diffi  culty of obtaining care qualifi cations remains as issues. 
　Regarding external environmental factors, economic factors include low wages and unfair rewards, and sociocultural factors include 
overcoming obstacles due to language issues and cultural diff erences.
　Regarding internal environmental factors, the creation of a workplace environment, advice and guidance tailored to individual experience 
and characteristics, and creation of an environment that allows career advancement have an impact.
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Ⅰ．はじめに

　日本の高齢者人口比率は他の先進国と比べても突
出して高い1）．内閣府の「高齢社会白書」によると，
2025年には総人口の約 3分の 1が65歳以上に達すると
予測されている2）．この高齢化の進行は，介護需要の
持続的な増加と介護職の人材不足をもたらし3），斉藤
の調査報告によれば，2030年までに数十万人単位の介
護職不足が予想され4） ，介護現場の存続を揺るがしか
ねない事態にある5）．

．
　介護分野における人材確保の解決策として，外国人
労働者の受け入れが進行中である．実際に，技能実習
生制度や特定技能ビザの導入を通じて，多くの外国
人が介護職として日本での就労を開始している6）．一
方，日本の介護現場において彼らの就労を長期的に定
着させるための方策や支援体制の構築が急務とされて
いる．伊藤と安里の調査によれば，外国人労働者はそ
の専門的な技能や経験を活かして，日本の介護現場で
大きな役割を果たしており，サービスの質の向上にも
寄与している7） 8）.

．
　先進国での深刻な看護師不足が，精力的な国際的な
採用を活発化している9）．シンガポールでは1980年代
半ばから看護師不足に直面し，近隣のマレーシアや
フィリピンから看護師を採用し，近年中国やインド及
びミャンマーなどの国にも採用が広がっている10）．そ
の結果，先進国では，医療や社会的ケアにおける移民
の介護従事者が増え，介護労働力は社会文化的にます
ます多様化している11）．
　海外では，日本の制度とは違い，看護師が身体介護
を含め介護労働の主体となっている．例えばドイツで
は居宅 介護サービスの従事者のうち，認定高齢者介護
士の約50％が看護師であり，また無資格者が介護サー
ビスに従事する状況も珍しくない12）．オランダでも介
護サービス従事者のうち看護師が半分近くを占めてい
る12）．

　近年，日本の介護業界における外国人労働者の導入
に関する研究や実態調査が注目を浴びている13）．外国
人労働者の増加は日本の介護の質や供給量の確保に寄
与する可能性があり，その役割への理解と直面する各
種課題の解決が求められている14）．介護現場における
外国人労働者の定着を確保するためには，彼らの就業

継続意向への理解が不可欠である．就業継続意向と
は，労働者が現在の職場や職種において，将来も働き
続ける意向や意識を指すものである15）．この概念は，
現職に留まる意向だけでなく，自らの職能や能力を活
かして継続的に働くという意識も含む．
　従業員の就業継続意向は，長期的には組織の生産性
やサービスの質に大きく影響するが16），介護労働者の
継続意向が高い場合，介護の現場に次の影響が生じる
と考えられる．
1）熊谷らの研究によれば，継続意向が高い介護職
員は，新しい技術や知識を習得し，その結果と
して介護の質が向上すると考えられる17）．

2 ）介護職の継続意向が高いことは，サービスの継
続性に寄与している18）．

3 ）継続意向が高い労働者が多いと離職率が低下
し，職場が安定する可能性が高まる19）．

　上記のように，グローバル的に外国人介護職の受け
入れが進んでおり，その就労継続促進の意義及び方策
も注目されている．一方，外国人介護職の就労継続意
向についてどのような視点において影響要因が指摘さ
れてきたかという研究の動向に関しては，まだ十分な
検証が行われていない．このような状況を踏まえて，
本研究は，超高齢社会における外国人介護職の就業継
続意向の影響要因に関する研究動向について，文献調
査により検討することを目的とする．

Ⅱ．研究方法

　2012～2023年の原著論文及び解説・総説に限定して
文献検索を行った（検索日 :2023年10月14日～10月25
日）．
　国内文献について，医学中央雑誌Web（医中誌
Web:以下，医中誌）で，キーワード ｢外国人介護｣
を固定し検索したところ，ヒット件数は180件であっ
たが，その中から外国人介護職の就労継続意向の影響
要因に関すると思われる文献を46件抽出した．　
　英語で書かれた国外の文献では，PubMedで，キー
ワード ｢Foreign nursing care worker｣ を固定し検索し
たところ，ヒット件数893件であった .前述したよう
に，外国人介護職に関しては，日本とは制度上の違い
があり，単純な比較に適していないが，外国人介護職
の就労継続意向の影響要因に関して日本にとっても参
考になると思われる文献を 6件抽出した．

　外国人介護職の就労継続意向の影響要因に関して
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は，上記の各種文献の論述を検討してきた結果，大き
く政策要因，外部環境要因 ，内部環境要因という 3つ
の側面に分類できることが分かった．政策要因は，日
本政府が施行する出入国管理政策，介護制度にかかわ
る各種政策である．在留資格や介護士資格への外国人
労働者のアクセスがしやすいか否かに関わる基盤であ
る．外部環境要因には経済的要因や社会文化的要因な
どが含まれる．外国人が日本という異国で介護職とし
て働く場合，経済的魅力を感じるか否か，文化的に馴
染むか否かである．内部環境要因とは，外国人が介護
職として働く現場において職場の環境や給与等の待遇
などにどの程度の満足度が得られるかである．
　次章以降，上記の 3つの側面から分析を行う．

1）外国人介護職
　日本において外国人を介護職として雇用する制度
（EPA：Economic Partnership Agreement），在留資格に
よる介護，技能実習生，特定技能）の下で働いている
者とする．
2）就業継続
　日本で介護職として働き続けていることであり，転
職の有無は問わない．

　本研究は文献の記述内容をデータとしており，人を
対象とした倫理指針に基づく倫理的配慮を要する研究
には該当しない．しかし，文献を取り扱う際には，著
作権を侵害することのないよう配慮し，原論文の意図
を忠実に再現した．

Ⅲ．政策要因について

　外国人介護労働者を受け入れるための政策及び制度
が，日本の介護現場に外国人が就業し，働き続けるこ
とが大前提となる．
　2000年代に入ると，日本の急速な高齢化とそれに
伴う介護業界の人手不足が深刻化したことを背景に，
2008年に「外国人介護職員受け入れ制度」がスタート
した20）．この制度は，2008年に日本とインドネシア・
フィリピン間で経済連携協定（EPA）が結ばれ，特定
の職種における外国人の受け入れが開始され21），イン
ドネシア，フィリピン，ベトナムなどの国々との経済
連携協定 （EPA） の一環として取り組まれており，受
け入れた介護職は日本での技能習得と同時に，介護業
務に従事することが可能となっている．
　さらに2015年の技能実習制度の改正により，外国人

介護職の受け入れがさらに拡大．技能実習生が介護分
野での研修を受け，一定の条件を満たすことで，介護
職として正式に働くことができるようになった22）．ま
た，2019年には，新たに「特定技能」という在留資格
が創設され，これにより更なる外国人労働者の受け入
れが進められている．
　海外においても介護労働者の流入に関して政策要因
の影響が指摘されている．イタリアの家族ケアおよび
英国の在宅介護サービスなどの介護労働における移民
労働者の雇用はケアの市場化プロセスと移民規制政策
に左右されているという調査結果がある23）．

　上述の政策により，日本の介護現場には多くの外国
人労働者が参画するようになった．外国人労働者の導
入は，介護の現場に新たな活力をもたらし，労働力不
足の問題をある程度緩和する効果があった20）24）．
　しかし，現行の制度上に幾つか課題も残っている．
1）在留資格の複雑さ
　受け入れ制度は，異なる目的や趣旨を有する 4つ
の在留資格からなっているため，受け入れ機関や窓
口もそれぞれ異なり，受け入れ施設や事業所にとっ
て制度の理解と利用が大きな難点となっている25）．
2 ）介護資格取得の難しさ
　日本の介護資格を取得するための試験の難易度は
高く，多くの外国人介護職が資格取得に苦しんでい
るのが現状である26）．

　上記の課題に対応するために，外国人介護職に関わ
る在留資格の一本化や介護資格認定の緩和策が必要で
あろう．
　待遇改善により日本人介護職の増加を目指し，「外
国人に頼らない介護業界の創造が必要」という外国人
介護職の排除論がある27）．人手不足は他の産業分野に
も共通する課題であり，待遇改善だけで解消すること
は非現実的である．また，他の先進国においても介護
人材の不足を外国人労働者の受け入れによって補って
おり，やはり日本でも外国人介護職の受け入れ制度自
体の再検討や研修制度の見直しを進めるべきであろ
う28）．

Ⅳ．外部環境要因について

　経済的要因は，労働者の動機付けや就業の決定にお
いて中心的な役割を果たす．給与，賞与，福利厚生な
どの具体的な待遇が，その人の生計を支える基盤とな
るため，これらの要因は直接的に就業継続意向に影響
を及ぼす29）．途上国出身の介護労働者にとって先進国
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の一員である日本で働けば，より高い収入が得られる
という状況が動機づけになる．
　従来から低賃金等の労働条件が介護分野における入
職や継続を妨げているが5），外国人介護労働者に関し
ても，給与の低さなどが指摘され30），同じ業務を行っ
ている日本人職員と比べて低い報酬を受け取っている
者も多い29） ． 
　また，給与だけではなく，賞与や福利厚生の制度や
その適用の公平性も労働者の就業継続意向に影響する
要因となる19）． 給与や福利厚生の改善は，外国人介
護職の働く意欲や満足度，さらには離職率への影響が
大きいことが指摘されている31）．

　一方，外国人介護職の動機は金銭的インセンティブ
に限定されず多要素であり，民族や文化の違いも異国
で働く障壁になり得る32）．労働者の背景や文化的な違
いは，職場での満足度やコミットメントに影響を及ぼ
す．異文化間のコミュニケーションの難しさや，それ
に伴う誤解は，労働者の退職を促進する要因となるこ
とが示されている33）．
　海外文献の中で外国人看護師の勤務経験に関する定
性的調査研究を行ったところ，「職場で部外者である
こと」と「文化的不協和と馴染みのない看護実践」に
直面していると指摘があった 34）．さらに，日本の総人
口に占める外国人人口の割合は他の先進国に比べて非
常に低かったため，日本は，外国人と共に働き，暮し
ていくことに不慣れな国と言わざるを得ない35）．その
ため，社会文化的要因がより影響が大きいと言える．
　外国人介護職は日本文化になじむ上で数々の困難
に直面していることは，多くの研究で指摘されてい
る．最も顕著なものが言語の問題で，日常のコミュニ
ケーションから緊急時の対応まで，様々な場面でこの
壁に直面している36）37） ．日本語能力は介護現場での
効果的なコミュニケーションのためには欠かせない要
素である38）．外国人介護者は，読み書き能力不足のた
めに業務遂行に支障が出ているばかりでなく，キャリ
アアップにも影響を及ぼしている39）．さらに，介護労
働における文化的背景では，言語能力に留まらず，日
本人とは根本的に違う外国人の心理的・行動的性格に
より大きな影響が生じている40）．異なる文化背景から
くる摩擦は職場の人間関係に影響を及ぼし，それが退
職の一因となることもある18）．また，畠中らの研究で
は，特に外国人労働者が感じる言語の壁や文化的な違
いが，職場での満足度やコミットメントに影響を及ぼ
すことが指摘されている41）． 
　さらに，外国人介護人材を「生活者」としても受け
入れる意識が求められており 42），職場内だけでなく，

地域の一員として生活できるように多文化共生社会の
実現に向けた努力が日本社会には必要である42）．
　外国人介護人材の生活課題としては，「特に職場に
おける労働関係法令や労務管理の理解とコミュニケー
ション，地域との関係づくり」が重要であると指摘さ
れている43）．

Ⅴ． 内部環境要因について

　労働者が日々直面する職場の環境は，その人の就業
継続意向を大きく左右する．
　外国人介護職にとって，職場環境とは日々働く職場
において生活，精神，言語や学習面等の支援が得ら
れるか否かという職場運営や教育体制に関連してい
た44）． 
　井上の調査によれば，外国人労働者に特有の課題，
例えば言語の壁や文化の違いなどが，彼らの就業意向
や職場への満足度に影響を及ぼす可能性がある45）．
　さらに精神的ストレスへの対応，故郷の家族との会
話ができるネット環境・設備の整備なども必要である
と言われている46）． 

　個人の特性は，その人が持つ独自の価値観や信念，
経験に基づくもので，これらの特性が職場での行動や
意識に影響を及ぼす．
　畠中は，外国人労働者の具体的な経験や感じる課題
が，その人の継続意向に大きな影響を及ぼすことを指
摘している47）．
　岡田らは外国人介護職の働きぶりについて「…性格
が明るく，勤勉家が多く，…日本人職員よりも働くこ
とへの意識が高い」と評価している46）．
　新しく入社した外国人介護職が迅速に適応するため
には，個人の特性に合わせて経験豊富な現地スタッフ
からの具体的なアドバイスやフィードバックが非常に
効果的である48）．さらに「介護サービスに関する適切
な指導」や「良いケアを学べる場や場面」の提供が
就労継続意欲の向上に寄与するという調査結果があ
る49）．

　継続的なスキルアップやキャリアの展望が期待でき
る環境は，介護労働者の継続意向を高める要因となる
が50），外国人介護職についても同じことが言える．安
井らの研究は，研修制度の有効性に焦点を当て，その
重要性を明らかにしている51）．今後， 外国人介護職の
受け入れをより効果的かつ持続的に行うためには，資
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格取得のためのサポートの強化，給与や待遇の改善，
そして彼らのキャリアの展望を明確にする必要があ
る21）．外国人介護職を雇用する職場では，能力向上や
最新の知識の習得を通じて介護サービスの質を一層高
めるために定期的な研修や教育の実施を行うほか44），
1 年目は臨床経験の積み重ね， 2年目以降は国家試験
に備えた日本語学習や対策講義の強化といった段階別
の配慮と支援が必要である46）．

Ⅵ．継続意向を高めるための 方策の提案と政策提言

　上記の政策要因， 外部環境要因及び 内部環境要因に
関する研究結果を総合的に考察することで，次のよう
な改善策の提案及び政策提言を行いたい．

 　 4つの在留資格を一本化し，受け入れ機関や窓口も
同一基準により運営を統合することが望ましいと思わ
れる．また，無資格者でも介護サービスに従事するこ
とが認められる海外の事例を参照して，介護資格取得
のハードルを大幅に下げる必要がある．

1）同一業務を行う日本人職員と同一の報酬水準を
原則とすべきである．賞与や福利厚生の制度に
関する適用の公平性の維持も重要である．

2）言語教育の充実を通じて，専門用語や日本独自
の文化・習慣に関する深い理解を求めるための
継続的な教育プログラムの実施が不可欠であ
る．

3）外国人介護職と地域住民や他のスタッフとの関
係性を強化するために多文化共生の取り組みを
強化していく必要がある．

　公平で透明性の高い評価制度の確立や明確なキャリ
アアップの道の提示により，外国人介護職のモチベー
ションを維持・向上させる取り組みが必要である．

Ⅵ．本研究の課題と将来の研究方針

　本研究では，既存の文献資料のみにより外国人介護
職の就業継続意向の影響要因に関する議論を展開し
た．ただし， 介護現場での実態調査やケーススタディ
を行っていないため，考察が十分でない可能性もあり
得る．　
　今後の研究では，他国の事例を取り入れながら，介
護現場での取り組み状況を踏まえて日本の独自の課題

を詳細に検討していく方向性が考えられよう．

Ⅶ．まとめ

　本研究を通じて，日本における外国人介護職の就業
継続意向及びその影響要因について深く探求すること
ができた．以下，主要な結論を再確認する．

　2008年に始まった「外国人介護職員受け入れ制度」
などの政策や制度構築は，外国人介護労働者の参画に
寄与している．海外でも介護労働者の流入には政策要
因が指摘されている . しかし，日本の場合，在留資格
の複雑さや介護資格取得の難しさが残り，在留資格の
一本化や資格取得の緩和が課題である．

　経済的要因が介護労働者の動機と就業継続に中心的
な役割を果たすが，外国人介護労働者については低賃
金や報酬の不公平性が課題であり，離職率に影響を及
ぼす要因となり得る．社会文化的要因では，言語の問
題や文化的違いが退職を促進する要素になる．特に，
日本の文化や言語になじむことが難しく，多文化共生
社会の実現が求められている．

　職場環境に関しては，職場の運営や教育体制の整
備，言語の壁や文化の違いへの対応に加えて，精神的
なストレスへの対応や家族とのコミュニケーションの
確保も外国人介護職の就業継続に影響する要素として
重要性を持つ．
　個人の経験や特性に合わせたアドバイスや指導，資
格取得支援や研修制度の改善を含むキャリアアップ可
能な環境の整備も就業継続意向に寄与すると考えられ
る．

　本研究では，外国人介護職の継続意向に関わる 3つ
の影響要因について改善につながる提言又は提案を
行った．今後の研究方向性としては，実地調査や他国
の成功事例の考察が必要であるとした．
　総じて，本研究は日本の介護業界における外国人労
働者の価値を強調し，その継続的な参加を促すための
方策と課題を明らかにした．今後もこの議論は継続さ
れ，より具体的な取り組みが求められるであろう．
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